
一眼レフの小型・軽量化をリードした革新的設計のシステムカメラ
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ボディー単体で1972年当時の平均的な一眼レフカメラの2/3（体積比）とい
う小型化を実現した一眼レフカメラ。小型軽量化による機動性を実現する
ために、大胆にパーツレイアウトを変更し、フィルム感度切替ダイアルを
従来のシャッターダイアルの位置に移し、比較的大型な測光用メーターを
その下に備え、シャッター機構をミラーボックス底部に移すなど小型化を
図った。また、ピントグラスの上に必須とされていたコンデンサーレンズ
をペンタプリズムと一体化し、ビス材質を真鍮から鉄に変更するなど軽量
化も進めた。一眼レフの欠点の一つであったミラー駆動時のショックを軽
減するダンパーの装備なども含め、その後の一眼レフカメラの流れに大き
な影響を与えた機種として重要である。
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